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＊ 神戸大学大学院人間発達環境学研究科博士後期課程

第１節　はじめに―会田実と戦後教育実践史

　戦後の日本における教育学は、教育実践を導きの１つとして探求

を続けてきた。例えば、今井誉次郎の『農村社会科カリキュラムの

実践』（1950 年、牧書店）や、無着成恭の『山びこ学校』（1951 年、

青銅社）などの実践記録が相次いで刊行された。その 1 つが、後藤

彦十郎が編纂した『魂あいふれて』（1951 年、百合出版）である。『魂

あいふれて』には、今井や無着、近藤益雄など 24 人の教師の実践

記録が収録されている。本稿では、『魂あいふれて』に「とうげの

松の木」を寄稿した会田実を取り上げる。

　会田実（あいだ・みのる；島康樹）は、1915 年に北海道で生まれる。

1935 年に北海道旭川師範学校を卒業し、教師となる。幾度かの転

勤を経た後、1949 年に静岡県の駒越小学校に赴任する。戦後の会

田は、石橋勝治や寒川道夫、師井恒男らとともに教育界の新人と

されていた（大田 1949）。さらに会田は、各地の教師と交流を深

め、組織づくりをおこなう。その成果は第１回静岡県作文研究大会

（1953 年８月４- ５日）として結実する。また、雑誌『教育』1952

年４月号には、「共同研究・部落のなかの子ども」（A43、斎藤健一

1952、山田・大田・勝田 1952）が掲載される 1）。しかし、会田は

病によって 1953 年 12 月 19 日に 38 歳で夭折する。

　没後の会田は、「戦後の地方の作文運動家の先達として第一に挙

げなくてはならない」（今井 1957：274）人物とされている 2）。また、

日本作文の会による『生活綴方事典』（1958 年、明治図書出版）には、

「会田実」の項目が設けられ、「『ハガキの会田』と、人びとからい

われ」、「戦前の綴方教師たちが仲間を組織できなかったことから学

んで、みんなのなかで生きる教師になろうとよびかけていった」（武

蔵 1958：614）と紹介されている。会田は各地の教師や学者などに

「ハガキ」を送り、交流を生み出していた 3）。

　会田の遺稿集には勝田守一や今井が追悼文を寄稿している４）。会

田の「ハガキ」について、勝田は「人々が、なやまされたというあ

の有名なハガキの抗議」（勝田 1954：18）と回顧し、今井は「地方

を代表して中央に対して抗議していた」（今井 1954a：29）と述べ

る。また、会田は各地の学校を巡り、組織づくりをおこなう。勝田

は、「どうすれば、父兄大衆と共に手をつなぎ、職場でも浮かないで、

じっくりと子どもの成長にとりくむ仕事を深めて行けるかというこ

とが、会田さんの『足』でもって語られたようなものだった」（勝

田 1954：25）という。今井も、「足を棒にして県下を歩きまわって、

地がためをしていた」（今井 1954a：30）と評する。

　このように会田は、「ハガキ」や「足」を用いた組織づくりの観

点から評価されている。そのため会田は、北海道や静岡県の生活綴

方史において言及されてきた（伊藤 2005、井沼 1992a；1992b、江

口 2001、大塚 1981、道作 50 年史編集委員会編 2005、永岡 1993、

船山 1987、北海道作文教育協議会編 1964、無署名 1983）。にもか

かわらず、管見の限り、会田の教育実践を仔細に検討したものはな

い 5）6）。つまり生前の会田の組織づくりへの評価に比して、会田の

要約： 本稿は、北海道と静岡県で活躍した会田実の教育実践の内実を明らかにするものである。会田は生活綴方史における重要な
人物とされつつも、戦後教育実践史の俎上には載せられてこなかった。会田は北海道において、子どもが労働せざるを得ないほど
の生活環境を非文化として捉え、「文化とは誰のものであるか」と自問し、文化の獲得を企図する。その試みは、子どもへの労働要
求の否定ではなく、子どもが労働によって得た賃金を用いた書籍等の共同購入として具体化された。すなわち、文化の獲得に主眼
を置きながらも、その内実は人々の関係づくりにあった。静岡県の小学校へと転任した会田は、教師が理解できない子ども――「わ
からない子」――に対する教師の認識や振る舞いによって、勉強などが「できない子」が生まれると考える。会田は、「わからない
子」を理解するための方法として、「教室だより帳」や詩などの生活綴方を用いた教育実践を展開する。さらに、学級での「助け合い」
をおこなうことで、「できない子」を含んだ「横のつながり」を形成していた。つまり、会田の教育実践には、知識の獲得や、文章
表現技術や社会認識の育成ではなく、子どもを含めた人間関係の構築――「横のつながり」の形成――を企図する点が通底している。
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　1915 年、会田は漁師の子どもとして北海道釧路国厚岸町に生ま

れる。会田は２才の時に母を亡くす。その約１年後、父親は継母を

迎える。しかし会田は継母との折り合いが悪く、継母を「母」とし

て認められないまま、祖母を慕って育っていく。会田が通った小学

校には、その後も交流を続けることになる横沢宇宙 12）と坂本亮 13）

が勤務していた。会田の担任も務めた横沢によれば、会田は「我が

強くて思い立ったらどこまでもやり通す子」であり、「綴方など着

眼も構想も、ほかの子にくらべて飛び抜けておとなびていたし、す

ぐれてもいた」という（横沢 1954：34-35）。

　会田は高等科を卒業後、北海道旭川師範学校に入学し、1935 年

に卒業する。会田と同じ本科第一部２組には阿部秀一、また、寄宿

舎には上級生として中井喜代之など、会田の周囲には後に生活綴方

教師となる人物がいたという。しかし会田は、彼らから影響を受け

ることのない平凡な師範生であった（A74：191）。

　卒業後の会田は、約半年の兵役を経て、横沢が校長を務める白糠

第一尋常高等小学校に着任する 14）。会田が初めての担任として受

持ったのは５年生男子組であった。この時期の会田は、坂本と数回

ほどの交流をもちながらも、坂本を見失い、その交流は途絶える

（A74：191-192）。なお、会田は同僚の花井光子 15）と出会い、結婚

する。

　会田は 1939 年に北海道旭川師範学校専攻科へ入学する。会田は

翌年に卒業し、共栄尋常小学校に着任する 16）。この時期、後に北

海道綴方教育連盟事件と総括される治安維持法違反による教師の検

挙が相次いだ。会田は、検挙された坂本が「アカイ」という話に共

感するほどに、「時代の波に呑まれ、それを受け入れ、感激してい

く教師」であった。（A74：192）。戦後の会田は、坂本がヒューマ

ニズムの道を歩んだのに対して、自身がファシズムの道に踊らされ

たことを対比的に回顧している（A74：193）。

　その後、会田は、厚岸に戻って一緒に暮らさないか、という実家

からの提案を受けて、1944 年に厚岸へと帰郷し、厚岸国民学校に

着任する。会田は、この時期のことを、「教師の『貧乏』が生んだ

２つの笑話」――教師の島蟹吉と、その妻の郁子の話――として記

している（A31）。会田の実家は比較的に裕福であったにもかかわ

らず、会田の 1 カ月の給料が父の数日の稼ぎに及ばないため、家庭

内の関係は悪化し、「この思慮のたりない継母よねと口やかましい

蟹吉の実父常太との毎食事ごと、食卓につくとはじめられる愚痴、

訓示いやがらせが、つずいていく」（A31：24）生活を過ごす。さ

らに 1944 年の秋には、会田の慕う祖母が亡くなる。こうした事情

から、1945 年９月末には実家を離れる。

　実家を離れた会田は、茂雪裡国民学校へと転勤する 17）。茂雪裡

国民学校は 110 名の子どもと、会田含め３人の教師から成る小さ

な学校であった。1946 年４月 30 日には、会田が茂雪裡国民学校の

校長となる 18）。しかし会田は、山村の教育問題の解決のための視

野と知見を求め、都会の学校への転出を決意する（A74：54-55）。

会田の送別会では、「部落はじまって以来、上部落も下部落も総出で、

こんなに気持のいい送別会をするのは、こんどがはじめてだぞ。こ

の先生、どっかいいとこがあるんだな」（A74：56-57）と、会田に

声をかける村民もいたという 19）。

　1948 年に、会田は山村から札幌市近郊の都会へと転居し、江別

第一中学校に着任する。ここでも貧困が問題となった。光子は、「父

教育実践は戦後教育実践史の俎上には載せられてこなかった。しか

し、このことは、会田の教育実践が戦後教育実践史上において意義

をもつ可能性を否定しない。したがって、会田の教育実践の内実を

明らかにする必要がある。

　会田の教育実践を検討するにあたって、会田の教育実践に対する

会田自身の認識と、周囲からの評価との隔たりは看過できない。す

なわち、会田が「生活綴方の旗手」との周囲の評価を自覚しつつも、

「わたくしは、けっして生活綴方をやった男ではない」と述べてい

る点である（A48：52）。一般に生活綴方は、「リアリズムの思想に

もとづき、子どもたちに実生活に取材したひとまとまりの文や詩を

書かせ、また書かれた作品を教材にしながら彼らのものの見方・感

じ方・考え方に働きかける」（船橋 2001：440）ものとされる。し

かし生活綴方の定義は多様である。そのため、会田の教育実践を明

らかにするにあたっては、生活綴方を定義したうえで会田の教育実

践を検討するよりも、会田の教育実践を跡付けたうえで、会田の生

活綴方観を描出する必要がある。

　以上より、本稿では、会田の教育実践の内実を明らかにすること

を目的とする 7）。まず、第２節では会田の生涯を概観する。つぎに、

第３節では北海道での教育実践を跡付ける。その際、会田が初めて

公にした論考を中心として、会田の問題意識についても言及する。

第４節では、静岡県での教育実践を跡付ける。この時期の会田の実

践記録は、特定の子どもを中心とした記述が散見される点で、それ

までのものとは形式的に異なる。したがって、会田が着目した子ど

もを中心として教育実践を跡付ける。そして、第５節では、会田の

生活綴方観を検討する。そのうえで、第６節では会田の教育実践の

内実を明らかにする。

第２節　会田の生涯

　本節では、会田の生涯について概観する。なお、会田の略歴は表

１の通りである。

表１：会田実の略歴 8）

年 経歴
1915 年 ６月 誕生
1922 年 ４月 厚岸尋常高等小学校尋常科入学
1928 年 ３月 厚岸尋常高等小学校尋常科卒業
 ４月 厚岸尋常高等小学校高等科入学
1930 年 ３月 厚岸尋常高等小学校高等科卒業
 ４月 北海道旭川師範学校本科第一部入学
1935 年 ３月 北海道旭川師範学校本科第一部卒業
 ４月 歩兵第 28 連隊入営
 ８月 歩兵第 28 連隊除隊
 ９月 白糠第一尋常高等小学校着任 9）

1939 年 ４月 北海道旭川師範学校専攻科入学
1940 年 ３月 北海道旭川師範学校専攻科卒業
 ４月 共栄尋常小学校着任
1944 年 ４月 厚岸国民学校着任
1945 年 ９月 阿寒郡茂雪裡国民学校着任
1946 年 ４月 阿寒郡茂雪裡国民学校校長となる

1948 年 ５月 10） 江別町公立江別第一中学校着任（社会科）

1949 年 ９月 11） 清水市立駒越小学校着任

1953 年 12 月 没
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は生きようのない村や部落の人びとや、また、こどもたちの敵にな

つてはならない」（A7：42）という。すなわち会田は、一方で文化

を享受できない状況を問題とし、他方で村民が生きざるを得ない現

実を認めていた。

　茂雪裡の子どもは、登校までの時間に家事を手伝い、放課後は

家畜の世話や畑仕事などを手伝っていた。それは、「こどもも兄や

姉も親たちも、としより
4 4 4 4

も一しよにひきこんでしまうはげしい労

働」（A6：22）でもあった。会田は、「その親やきようだいたちと

おなじように馬のようによくはたらくこどもたちの裏側に、無知と

いう紙がぴたりとはらされている」（A74：51）と指摘する。会田

は、労働による子どもの無知を各所で指摘する一方で（A3；A4；

A15）、労働に勤しむ子どもの性格を「重厚素朴」（A3：25）、「純朴」

（A4：2）と表現する。すなわち茂雪裡の子どもは、勤勉と無知と

が一体となった子どもであった。

　会田は、「子どもたちの敵になってはならない」ことと、無知の

克服を両立する必要があった。なぜなら、無知――知識の欠如ない

しは学力問題――の克服を企図すれば、子どもの生活および労働を

否定する「敵」となるからである。また、会田は「彼らの誠実と勤

勉に、目を与えることはむずかしい」（A7：44）と述べ、知識の教

授の困難さも認識していた。そのため会田は、「彼らから物を学び

ながら、彼らをその矛盾を見つめざるをえないところにおちこませ

る以外に、その目を敵の中に向けさせることはできえない」（A7：

44）という。会田は子どもに対して、知識の教授ではなく、社会

的矛盾を見つめざるを得ない文化に「おちこませる」という方法を

採る。この方法によって、無知は単なる知識の多寡の問題ではなく、

文化を享受できない状態へと転換する。すなわち、会田は文化を享

受できない状態を無知と捉えることで、無知の克服と、子どもの味

方となることの両立を可能とした。

　会田は子どもが文化を享受できない状態に対して、新聞や雑誌、

本などを与えることを試みる。会田は書籍等を与える際に、「こん

な陸の孤島にいても、いつまでもつづけてゆけるようなやり方」、「こ

どもたちが、それを通してじぶんたちの力に自信を持ち、ぐんぐん

たち上つてゆくようなやり方」、「まわり道であり、くるしい道であ

つても、ここのこどもたちのためにほんとうに役に立つやり方」を

考える（A15：25）。会田は、短期的な知識の教授のために書籍等

を買い与えるのではなく、子どもの自信に繋がり、卒業後も自らの

手で継続的な購入が可能となる方法を考える。

　しかし「陸の孤島」と呼ばれる貧しい村では、書籍等の購読は資

金の面から困難であった。会田は、子どもが 10 月頃になると薪割

りや芋掘りなどの労働によって賃金を得ていることに着目し、子ど

もに書籍等の共同購入を提案する（A15：25）。子どもからは、「じ

ぶんじぶんで取るのがあたり前ださ」、「じぶんたちはもうすぐ読め

なくなる」といった意見が提出されたものの（A15：25-26）、書籍

等の共同購入が決定する。

　さらに、書籍等の購入には輸送手段の問題もあった。会田は新聞

を取り扱う配給所に対して、新聞を届けるよう「ハガキ」を用い、

時に配給所に赴き、交渉を続けるものの、その希望が通ることはな

かった。後に、新聞社へ実情を訴える「ハガキ」を出すことによっ

て、子どもは新聞の入手が可能となる。こうして、1947 年 2 月には、

『子供の広場』や『赤とんぼ』、『少国民新聞』が学級に入るように

さんと子どもと貧乏とが、私のからだを吸取って細くなって死んで

ゆく」（A31：22）という日記を残していた。

　会田は病弱な光子の体調を理由に、温暖な静岡県へと転居する。

会田は 1949 年の２学期に駒越小学校に着任する。年度途中であっ

たため、翌 1950 年度より５年生の担任を務める。翌 1951 年度は、

クラス替えがあるものの６年生を受持つ。その後は、1952 年度に

6 年生、1953 年度に３年生を受持つ。会田は学級文集『麦こき』（1951

年度）、『麦こきの弟』（1952 年度）を発行し、学校文集『石垣』に

も携わる 20）。その傍らで、会田は県下の学校を訪れ、教師の組織

づくりをおこなう。会田の働きによって、静岡県下に 12 個の作文

サークルが誕生した（井沼 1992b）。会田は、1952 年３月に開催さ

れた教育科学研究会全国連絡協議会全国大会（第１回）に参加した

静岡県代表の約 60 名の教師の中でも斎藤健一とともに「一等地を

抜き精彩ある」発言をした人物とされている（斎藤正男 1952）。ま

た、会田は日本綴方の会（後の日本作文の会）の会員であり（無署

名 1951）、生活綴方をもって全国的に名を馳せつつある人物とされ

ていた（無署名 1952c）。

　会田が活躍した 1950 年頃までは、教師も生活の擁護を求めた時

期であった（梶村 1993）。会田も例外ではなく、貧困は切実な問題

であった。会田は、「苦しければその苦しいなかから『大衆のなか

のひとり』として、生きることを、さらに、その『大衆のなかのひ

とりの教師』として生きること」（A20：54）を考えていた。

第３節　北海道における教育実践

　本節では、北海道における会田の教育実践を検討する。第１項で

会田の教育実践を概観し、第２項で教育実践をめぐる思想について

検討する。

（１）教育実践の概観

　会田は、「わたしが舌たらずのおかしな文をはじめて書いたのは、

1947 年の春頃だった」（A35：43）という。それは、雑誌『教育建

設』に掲載された「『文化』とは誰のものであるか」（A1）である。

この「文化とは誰のものであるか」を主題あるいは副題とする論考

は３篇ある（A1；A2；A3）。これらの論考は、会田が茂雪裡国民

学校に在職していた時に書かれた。会田は鶴居村茂雪裡を舞台とし

て、「文化とは誰のものであるか」と問うていく。

　会田は茂雪裡を「陸の孤島」とし、「人間のまじめさや正直や勤

勉とは何の関係もなく、びんぼうや悲惨があるのだということを、

腹の底までとっくりとおしえてくれたのは、このあらい北の山村

だった」（A74：51）と述べる。会田は、村民が戦中のプロパガン

ダ――「皇軍の中核こそ農村出身の子弟によつて占められているの

である」――によって、「生かすべからず殺すべからずの境まで腹

一杯搾取され通してきた」という（A3：25-26）。それは戦後も続き、

村民は「ただ黙々とはたらきつづけている」にもかかわらず、「そ

の代償としていささかの文化」も享受できないでいた（A1：16）。

そのため会田は、「彼らは、そのはげしい勤勉な労働にあけくれす

るが故にいたましい動物のように甘んじてその非文化地帯に住まわ

ねばならないのだ、というのであるか」（A6：22）と主張する。し

かし会田は村の状況をめぐって、「教師が、いたずらにその現実を

もつて教育の敵とすることによつて、自らもまた、その現実以外に
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　1915 年、会田は漁師の子どもとして北海道釧路国厚岸町に生ま

れる。会田は２才の時に母を亡くす。その約１年後、父親は継母を

迎える。しかし会田は継母との折り合いが悪く、継母を「母」とし

て認められないまま、祖母を慕って育っていく。会田が通った小学

校には、その後も交流を続けることになる横沢宇宙 12）と坂本亮 13）

が勤務していた。会田の担任も務めた横沢によれば、会田は「我が

強くて思い立ったらどこまでもやり通す子」であり、「綴方など着

眼も構想も、ほかの子にくらべて飛び抜けておとなびていたし、す

ぐれてもいた」という（横沢 1954：34-35）。

　会田は高等科を卒業後、北海道旭川師範学校に入学し、1935 年

に卒業する。会田と同じ本科第一部２組には阿部秀一、また、寄宿

舎には上級生として中井喜代之など、会田の周囲には後に生活綴方

教師となる人物がいたという。しかし会田は、彼らから影響を受け

ることのない平凡な師範生であった（A74：191）。

　卒業後の会田は、約半年の兵役を経て、横沢が校長を務める白糠

第一尋常高等小学校に着任する 14）。会田が初めての担任として受

持ったのは５年生男子組であった。この時期の会田は、坂本と数回

ほどの交流をもちながらも、坂本を見失い、その交流は途絶える

（A74：191-192）。なお、会田は同僚の花井光子 15）と出会い、結婚

する。

　会田は 1939 年に北海道旭川師範学校専攻科へ入学する。会田は

翌年に卒業し、共栄尋常小学校に着任する 16）。この時期、後に北

海道綴方教育連盟事件と総括される治安維持法違反による教師の検

挙が相次いだ。会田は、検挙された坂本が「アカイ」という話に共

感するほどに、「時代の波に呑まれ、それを受け入れ、感激してい

く教師」であった。（A74：192）。戦後の会田は、坂本がヒューマ

ニズムの道を歩んだのに対して、自身がファシズムの道に踊らされ

たことを対比的に回顧している（A74：193）。

　その後、会田は、厚岸に戻って一緒に暮らさないか、という実家

からの提案を受けて、1944 年に厚岸へと帰郷し、厚岸国民学校に

着任する。会田は、この時期のことを、「教師の『貧乏』が生んだ

２つの笑話」――教師の島蟹吉と、その妻の郁子の話――として記

している（A31）。会田の実家は比較的に裕福であったにもかかわ

らず、会田の 1 カ月の給料が父の数日の稼ぎに及ばないため、家庭

内の関係は悪化し、「この思慮のたりない継母よねと口やかましい

蟹吉の実父常太との毎食事ごと、食卓につくとはじめられる愚痴、

訓示いやがらせが、つずいていく」（A31：24）生活を過ごす。さ

らに 1944 年の秋には、会田の慕う祖母が亡くなる。こうした事情

から、1945 年９月末には実家を離れる。

　実家を離れた会田は、茂雪裡国民学校へと転勤する 17）。茂雪裡

国民学校は 110 名の子どもと、会田含め３人の教師から成る小さ

な学校であった。1946 年４月 30 日には、会田が茂雪裡国民学校の

校長となる 18）。しかし会田は、山村の教育問題の解決のための視

野と知見を求め、都会の学校への転出を決意する（A74：54-55）。

会田の送別会では、「部落はじまって以来、上部落も下部落も総出で、

こんなに気持のいい送別会をするのは、こんどがはじめてだぞ。こ

の先生、どっかいいとこがあるんだな」（A74：56-57）と、会田に

声をかける村民もいたという 19）。

　1948 年に、会田は山村から札幌市近郊の都会へと転居し、江別

第一中学校に着任する。ここでも貧困が問題となった。光子は、「父

教育実践は戦後教育実践史の俎上には載せられてこなかった。しか

し、このことは、会田の教育実践が戦後教育実践史上において意義

をもつ可能性を否定しない。したがって、会田の教育実践の内実を

明らかにする必要がある。

　会田の教育実践を検討するにあたって、会田の教育実践に対する

会田自身の認識と、周囲からの評価との隔たりは看過できない。す

なわち、会田が「生活綴方の旗手」との周囲の評価を自覚しつつも、

「わたくしは、けっして生活綴方をやった男ではない」と述べてい

る点である（A48：52）。一般に生活綴方は、「リアリズムの思想に

もとづき、子どもたちに実生活に取材したひとまとまりの文や詩を

書かせ、また書かれた作品を教材にしながら彼らのものの見方・感

じ方・考え方に働きかける」（船橋 2001：440）ものとされる。し

かし生活綴方の定義は多様である。そのため、会田の教育実践を明

らかにするにあたっては、生活綴方を定義したうえで会田の教育実

践を検討するよりも、会田の教育実践を跡付けたうえで、会田の生

活綴方観を描出する必要がある。

　以上より、本稿では、会田の教育実践の内実を明らかにすること

を目的とする 7）。まず、第２節では会田の生涯を概観する。つぎに、

第３節では北海道での教育実践を跡付ける。その際、会田が初めて

公にした論考を中心として、会田の問題意識についても言及する。

第４節では、静岡県での教育実践を跡付ける。この時期の会田の実

践記録は、特定の子どもを中心とした記述が散見される点で、それ

までのものとは形式的に異なる。したがって、会田が着目した子ど

もを中心として教育実践を跡付ける。そして、第５節では、会田の

生活綴方観を検討する。そのうえで、第６節では会田の教育実践の

内実を明らかにする。

第２節　会田の生涯

　本節では、会田の生涯について概観する。なお、会田の略歴は表

１の通りである。

表１：会田実の略歴 8）

年 経歴
1915 年 ６月 誕生
1922 年 ４月 厚岸尋常高等小学校尋常科入学
1928 年 ３月 厚岸尋常高等小学校尋常科卒業
 ４月 厚岸尋常高等小学校高等科入学
1930 年 ３月 厚岸尋常高等小学校高等科卒業
 ４月 北海道旭川師範学校本科第一部入学
1935 年 ３月 北海道旭川師範学校本科第一部卒業
 ４月 歩兵第 28 連隊入営
 ８月 歩兵第 28 連隊除隊
 ９月 白糠第一尋常高等小学校着任 9）

1939 年 ４月 北海道旭川師範学校専攻科入学
1940 年 ３月 北海道旭川師範学校専攻科卒業
 ４月 共栄尋常小学校着任
1944 年 ４月 厚岸国民学校着任
1945 年 ９月 阿寒郡茂雪裡国民学校着任
1946 年 ４月 阿寒郡茂雪裡国民学校校長となる

1948 年 ５月 10） 江別町公立江別第一中学校着任（社会科）

1949 年 ９月 11） 清水市立駒越小学校着任

1953 年 12 月 没
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にぎろうではないか」（A6：23）と呼びかける。つまり会田は単複

校の問題をめぐって、人々の組織化による文化の獲得という視点を

提示する。

　文化の獲得という視点は、茂雪裡での書籍等の共同購入実践だけ

ではなく、江別第一中学校での実践にも引き継がれる。江別第一

中学校の子どもは、自治会を組織化しながらも、社会科において

教科書を用いた講義方式による教授を希望するという矛盾を示す

（A21）。会田は、「自主性と共同性をとりもどさせるために、こど

もたちの生活の組織化が第一だ」（A21：48）という。会田は「生

活の組織化」を「教室や学校の生活をじつさいによくする」という

意味で用いる（A21：44）。それは、すなわち文化の獲得でもある。

自主性と共同性の育成のためには文化の獲得が必要であり、文化の

獲得のためには自主性と共同性が必要である。

　会田は、「文化とは誰のものであるか」と問うことで、文化を享

受できない暮らしを問題とし、文化の獲得を目指す。そして、「組

織的発言と抗議とたたかい」という答えを通して、自主性と共同性

をもった人々の組織化を課題の克服の途として示す。

第４節　静岡県における教育実践

　本節では、静岡県における会田の教育実践を検討する。第１項で

は、年度毎に教育実践を概観する 22）。第２項では、会田の教育実

践をめぐる思想について検討する。

（１）教育実践の概観

　会田が転任した駒越小学校の学区では、商船大学や東海大学など

の教員が住む住宅地、宗教団体の子どもが住む寮、半農半漁の農家、

戦火を逃れてきた商家、という異なる人々が生活していた（H1952：

48）。会田は多様な背景をもつ子どもを前にして、「この組を受持

つてすぐに気づいた、横のつながりがまつたくないばらばら勝手な

気持を、何とかしてつながりをつけさせたい」（A24：51）と考える。

会田は「横のつながり」の形成を試みる。

① 1950 年度の実践

　会田は 1950 年４月に「菊江の記録」を書いている 23）。菊江は学

級や勉強に馴染めず、周囲から「変わった子」としてみられていた。

例えば、「菊江さんは先生が話しているのに、下をむいて何かいた

ずらのようなものばかり書いていて、先生がちゅういすると、ほめ

られたとばかり、また帳面にむかって手をはしらせる」（A26：82）

と綴る子どももいた。菊江は文字を書くことが苦手であり、その作

文も意味を成さない文字の羅列であった。菊江は遠足について、次

のように綴っている（A26：80）。

めあねりきんさんちるふあいんさんきんみちるふころるさんち

くおんしのみてやるみちしるきんさんさすむやけみしるきんさ

すむしやてみしる

会田は菊江の作文をめぐって、「じぶんにもひとにも意味のとれな

い文字を、えんぴつの先をなめなめ書きならべてゆく、痛々しい菊

江の姿が、うかんでくるのだった」（A74：121）と記している。

　ある時、菊江は数字を練習したノートを会田に見せる。これを見

なる。会田は書籍の管理係を定めるのみで、読書指導をおこなわな

かった。自由な読書をおこなう子どもの姿を、会田は次のように紹

介する（A3：26）。

ぼくの教室にこんな事実がある。／こどもたちが働らいた金で、

昨春から「赤とんぼ」と「子供の広場」の２冊が教室に入れら

れてあつた。ぼくは全然こどもたちに任せたきりで、ただだま

つてこどもたちが果して何をこのんで読むものかと見ていたの

である。／ところが、昨秋にいたつて「赤とんぼ」が落第して

しまつた。何だか「広場」よりおもしろくないといゝだしたの

である。／こどもたちは何の惜気もないように、その年の７月

末に働らき出していた除草代の一部を投じて、「広場」を残して、

新しく「銀河」と「働らく実験室」の２冊を教室に入れてしま

つたのである。

その後、子どもは自ら購入物を決定するようになる。例えば、２カ

月分の薪割り代 1700 円を使って、ドッジボール３個を購入してい

る。また、防空壕を解体した木材を販売して得た 1070 円を使って、

学校文庫を購入している。さらに除草代の一部の 700 円を使って、

再び学校文庫を購入している。そして、1947 年末には、茂雪裡国

民学校の全３学級に『小学生新聞』を入れたいとの声があがり、翌

1948 年１月には全学級に届くようになる。

（２）文化の獲得を企図した教育観

　会田は、この時期の自身の文章に子どもの姿を意図的に登場させ

なかったという（A74：61-62）。会田は、「こどものことをいかに

語ろうとし、いかに書こうとしているか、そしてそのための核心と

なるものを、教師がじぶんの中にどう持とうとしているか、そこに

こそ教育があり、教育の問題があるのではないか」（A74：61）と

述べる。会田は子どもの姿よりも、むしろ自身の言葉の核心に、教

育の問題が存在すると考えていた。会田が３篇にもわたって問うた

「文化とは誰のものであるか」――その反語としての「文化とは私

たちのものである」――には、会田の教育の核心が存在する。すな

わち、会田は「文化の獲得」を問題とした。会田は、この問題に対

して、「組織的発言と抗議とたたかい――それのみが、文化とは誰

のものであるかを決定する唯一の道に通じるものとなるであろう」

（A2：18）と答える。「陸の孤島」では、自ら販路を求め、交渉し

なければ書籍等の購入が困難であったように、自らの手で文化の獲

得を試みなければ、文化は享受できなかった。会田は文化の獲得の

方法として、「組織的発言と抗議とたたかい」を示す。

　この背景には、単級学校・複式学級 21）（以下、単複校）をめぐる

問題も存在する。多くの教師は僻地への赴任を敬遠するため、単複

校は人員不足に陥り、かつ、少人数ゆえに発言権もない状態であっ

た。会田は、「しかるに、それらの人びとの地帯はむかし話そのま

まの非文化地帯として、その罪は彼らの上にかぶせられ、配流の月

をながめさせられたかつての教師たちのあとに、こんにちにおいて

ももつとも弱体な教師群がその罪を問われようとしているではない

か」（A6：22-23）という。会田は、「非文化」すなわち文化が享受

できない状態と、教育整備が遅々とする状況を重ねる。そして会田

は、単複校の教育環境の改善のために、「単複教師のすべてが手を
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のよ。／私、先生にあてられたらすぐ立って、大きな声でよむ

ね。／先生、またお手紙ちょうだいね。

会田は、幸子の勇気を評価し、いい子であると認めつつ、音読での

発声や、友だちへの意地悪などの課題を励ます。会田からの評価と

課題を受けた幸子は、会田からの「たより」に対して嬉しさをみせ

る。「教室だより帳」に対する肯定的な評価は幸子だけではなく、

輝子も、「たよりは自分と先生だけのものだから、何でも安心して

書ける。どんなことを書いてもしんぱいないから、何でも書ける」

（A74：148）と記している。会田は、「教室だより帳」を用いるこ

とで、子どもとの一対一での関係づくりをおこなう。

　その一方で、黒板に書き綴られた「きょうのことば」は、会田と

子どもとの関係が学級に開かれている。会田は、次のような「きょ

うのことば」を書き綴っている（A32：48）。

十月五日。／輝子、やす子、永子、幸子が、いま暗くなりかけ

た教室から帰っていった。おいたてられるようにして、やっと

帰っていった。／こういうこどもたちが、組のしごとを一歩一

歩すすめていってくれるのだと思う。／こんなこどもたちが、

もっともっとでてくるにちがいない。だんだんよい子がふえて

きているこの組だから。

会田は、「きょうのことば」に子どもの名前を出しつつも、学級へ

の言葉かけを通して、子ども同士の関係づくりを試みる。

② 1951 年度の実践

　卒業間近の 1952 年３月 20 日に、学級文集『麦こき』50 号が発

行された。『麦こき』50 号のテーマは、「私達はどう助け合ってき

たか」である。その冒頭には、輝子と幸子の連名で「おけいこの助

け合い」が書かれている（A42：1）。

私達は、この一年間とおして、やって来た仕事は助け合いです。

又、私達が一番よくなった所は、助け合いをやる事です。初め

のうちは自分が、いくらわからない所は、助け合いをやる事で

す。初めのうちは自分が、いくらわからない所があっても、皆

にいわないで、はずかしがって聞きもしませんでした。又、お

しえる方も、自分だけわかればいいという気持があったので、

しんせつにおしえては、やりませんでした。一学期通してやっ

てきたが、あまりよくなった。三学期は、助け合いがしやすい

ように、男女まぜて、ならびました。みんな手をむすぶように

なり、聞く人もはずかしがらずきくようになりました。おしえ

る方も、とてもしんせつになりました。この助け合いの詩は、

二学期の中頃書いた作品です。その作品を、取っておいて、三

学期のこの文集の時に、先生の家から、持って来て、のせまし

た。この作品の中には、いろいろちがった作品などがのってい

ます。／よくよんでいろいろちがっている事や問題を見つけて

下さい。

会田は「横のつながり」を「助け合い」として掲げる。２学期に書

かれた「助け合いの詩」のなかには菊江の詩もある（A42：4）。

た会田は、「ほう、菊江ちゃん偉くなったね。お丸をやるよ」と声

をかけながら、無造作な丸付けをおこなった。しかし菊江は、その

日の放課後から平仮名を練習したノートを会田に見せ、赤丸をせが

むようになる。そして菊江は、ほぼ毎日、数字や平仮名を練習した

ノートを会田に見せるようになる。この菊江の姿は、今までとは異

なった姿として友だちに評価され、時には友だちとともに、練習し

たノートを会田に見せることもあった。会田は、「気の毒な子菊江

がみんなにいじめられ、仲間はずれにされ、当の本人もきっとあき

らめたり、ひがんでいたりしたにちがいなかったのがそうでなく仲

よくなってきていることを、わたくしも、よかった、よかったとい

う気持でいる」（A26：84）と述べる。

　会田は菊江との関わりを踏まえて、「いままでできない子
4 4 4 4 4

といわ

れてきたこどもたちが、たったひとつのことでも、その時間あるい

はその日わかったという喜びを、わたくしはクラスのこどもたちと

一しょにそれを喜んでやる」（A74：115）ことを掲げる。会田は、「で

きないこと」に対する叱責ではなく、「わかったこと」を共に喜び、

それを学級で共有することによって、「横のつながり」の形成を試

みる。しかし、この試みは、60 名以上の子どもが在籍する教育環

境の中では、子どもと喜びを共有する以前に、「できたこと」や「わ

かったこと」の把握が困難であった。まず、一人ひとりの子どもと

の関係づくりを通して子どもを知る必要があった。そこで、会田は

子どもとの関係づくりを目的として、1950 年２学期から「教室だ

より帳」と「きょうのことば」24）をはじめる。

　会田は「教室だより帳」を用いて、数人の子どもに「たより」を書き、

翌日に子どもから返信を受け取っていた。また会田は、放課後に

「ホッと息ぬきした気持のままのことば」を「きょうのことば」と

して黒板に記して帰宅していた。会田は、「『教室だより』は母親た

ちがよろこんでくれ、わたしからその子あての『たより』は、こど

もたちがよろこんでくれているが、『きょうのことば』は、あるい

はわたし自身をささえようとして、毎日、だれもいなくなる教室に、

わたしの影を書きつけているのかも知れない」（A74：123-124）と

述べている。

　「教室だより帳」には、次のような「たより」が記されている（A74：

138-139）。

幸ちゃんへ（十月六日）／幸ちゃんが、ゆうきがでた、と書い

てくれたので、うれしいな。いつもぼくがいうように、はじめ

からうまい人はいないのです。みんな一ぺんはへたなところか

ら、だんだんじょずになってくるのです。じょうずになる時に、

一番だいじなのは勇気だね。幸ちゃん、とてもいいことに気が

ついてくれたんだよ。／しっぱいしても、へたばらないで、ぐ

んぐんのびてゆく子になりなさいね。／それから、輝子ちゃん

も幸ちゃんもいい子だから、仲よく一しょにもっともっとよい

子になってください。小さな意地わるをして、ひとをこまらせ

るようなことにならないでね。幸ちゃんが、とてもいい子だと

いうの先生はよく知っているよ。／本を読むのは、えんりょし

ないであててやるよ。幸ちゃん、へたばるな。勇気だよ。勇気。

いいね。

先生へ（十月七日）／私うれしく見せてもらいました。輝子ちゃ

んと私と一番なかがいいのよ。このごろいじわるしなくなった
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にぎろうではないか」（A6：23）と呼びかける。つまり会田は単複

校の問題をめぐって、人々の組織化による文化の獲得という視点を

提示する。

　文化の獲得という視点は、茂雪裡での書籍等の共同購入実践だけ

ではなく、江別第一中学校での実践にも引き継がれる。江別第一

中学校の子どもは、自治会を組織化しながらも、社会科において

教科書を用いた講義方式による教授を希望するという矛盾を示す

（A21）。会田は、「自主性と共同性をとりもどさせるために、こど

もたちの生活の組織化が第一だ」（A21：48）という。会田は「生

活の組織化」を「教室や学校の生活をじつさいによくする」という

意味で用いる（A21：44）。それは、すなわち文化の獲得でもある。

自主性と共同性の育成のためには文化の獲得が必要であり、文化の

獲得のためには自主性と共同性が必要である。

　会田は、「文化とは誰のものであるか」と問うことで、文化を享

受できない暮らしを問題とし、文化の獲得を目指す。そして、「組

織的発言と抗議とたたかい」という答えを通して、自主性と共同性

をもった人々の組織化を課題の克服の途として示す。

第４節　静岡県における教育実践

　本節では、静岡県における会田の教育実践を検討する。第１項で

は、年度毎に教育実践を概観する 22）。第２項では、会田の教育実

践をめぐる思想について検討する。

（１）教育実践の概観

　会田が転任した駒越小学校の学区では、商船大学や東海大学など

の教員が住む住宅地、宗教団体の子どもが住む寮、半農半漁の農家、

戦火を逃れてきた商家、という異なる人々が生活していた（H1952：

48）。会田は多様な背景をもつ子どもを前にして、「この組を受持

つてすぐに気づいた、横のつながりがまつたくないばらばら勝手な

気持を、何とかしてつながりをつけさせたい」（A24：51）と考える。

会田は「横のつながり」の形成を試みる。

① 1950 年度の実践

　会田は 1950 年４月に「菊江の記録」を書いている 23）。菊江は学

級や勉強に馴染めず、周囲から「変わった子」としてみられていた。

例えば、「菊江さんは先生が話しているのに、下をむいて何かいた

ずらのようなものばかり書いていて、先生がちゅういすると、ほめ

られたとばかり、また帳面にむかって手をはしらせる」（A26：82）

と綴る子どももいた。菊江は文字を書くことが苦手であり、その作

文も意味を成さない文字の羅列であった。菊江は遠足について、次

のように綴っている（A26：80）。

めあねりきんさんちるふあいんさんきんみちるふころるさんち

くおんしのみてやるみちしるきんさんさすむやけみしるきんさ

すむしやてみしる

会田は菊江の作文をめぐって、「じぶんにもひとにも意味のとれな

い文字を、えんぴつの先をなめなめ書きならべてゆく、痛々しい菊

江の姿が、うかんでくるのだった」（A74：121）と記している。

　ある時、菊江は数字を練習したノートを会田に見せる。これを見

なる。会田は書籍の管理係を定めるのみで、読書指導をおこなわな

かった。自由な読書をおこなう子どもの姿を、会田は次のように紹

介する（A3：26）。

ぼくの教室にこんな事実がある。／こどもたちが働らいた金で、

昨春から「赤とんぼ」と「子供の広場」の２冊が教室に入れら

れてあつた。ぼくは全然こどもたちに任せたきりで、ただだま

つてこどもたちが果して何をこのんで読むものかと見ていたの

である。／ところが、昨秋にいたつて「赤とんぼ」が落第して

しまつた。何だか「広場」よりおもしろくないといゝだしたの

である。／こどもたちは何の惜気もないように、その年の７月

末に働らき出していた除草代の一部を投じて、「広場」を残して、

新しく「銀河」と「働らく実験室」の２冊を教室に入れてしま

つたのである。

その後、子どもは自ら購入物を決定するようになる。例えば、２カ

月分の薪割り代 1700 円を使って、ドッジボール３個を購入してい

る。また、防空壕を解体した木材を販売して得た 1070 円を使って、

学校文庫を購入している。さらに除草代の一部の 700 円を使って、

再び学校文庫を購入している。そして、1947 年末には、茂雪裡国

民学校の全３学級に『小学生新聞』を入れたいとの声があがり、翌

1948 年１月には全学級に届くようになる。

（２）文化の獲得を企図した教育観

　会田は、この時期の自身の文章に子どもの姿を意図的に登場させ

なかったという（A74：61-62）。会田は、「こどものことをいかに

語ろうとし、いかに書こうとしているか、そしてそのための核心と

なるものを、教師がじぶんの中にどう持とうとしているか、そこに

こそ教育があり、教育の問題があるのではないか」（A74：61）と

述べる。会田は子どもの姿よりも、むしろ自身の言葉の核心に、教

育の問題が存在すると考えていた。会田が３篇にもわたって問うた

「文化とは誰のものであるか」――その反語としての「文化とは私

たちのものである」――には、会田の教育の核心が存在する。すな

わち、会田は「文化の獲得」を問題とした。会田は、この問題に対

して、「組織的発言と抗議とたたかい――それのみが、文化とは誰

のものであるかを決定する唯一の道に通じるものとなるであろう」

（A2：18）と答える。「陸の孤島」では、自ら販路を求め、交渉し

なければ書籍等の購入が困難であったように、自らの手で文化の獲

得を試みなければ、文化は享受できなかった。会田は文化の獲得の

方法として、「組織的発言と抗議とたたかい」を示す。

　この背景には、単級学校・複式学級 21）（以下、単複校）をめぐる

問題も存在する。多くの教師は僻地への赴任を敬遠するため、単複

校は人員不足に陥り、かつ、少人数ゆえに発言権もない状態であっ

た。会田は、「しかるに、それらの人びとの地帯はむかし話そのま

まの非文化地帯として、その罪は彼らの上にかぶせられ、配流の月

をながめさせられたかつての教師たちのあとに、こんにちにおいて

ももつとも弱体な教師群がその罪を問われようとしているではない

か」（A6：22-23）という。会田は、「非文化」すなわち文化が享受

できない状態と、教育整備が遅々とする状況を重ねる。そして会田

は、単複校の教育環境の改善のために、「単複教師のすべてが手を
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みんなはしらないだろう／鉄くず屋は／いそがしい仕事だ／人

に見られて／かたちのわるい仕事だ／だけど／何にもはずかし

くないんだ／毎日／ほこりまみれになつてはたらく／おかあさ

ん／私もいまに／あんなにほこりまみれになつて／はたらくん

だ／人目のわるい仕事だが／それをやらなければならないんだ

／いまから私も／まつくろになつてはたらくんだ／この苦心を

／みんなにしらせるんだ／「鉄くず」／「鉄くず」をかいてい

くんだ／笑われたつてかくんだ

　輝子は家族の仕事を誇る詩を綴る一方で、「死」と題して、「わた

しもいつか死ぬんだなあ／死なない薬がほしいなあ／人間は／死ぬ

ために働くようなものだ」（A72：169）という詩を綴っている。輝

子は母親の仕事ぶりから、労働と死を結びつける。しかし会田の学

級では、輝子の「人間は死ぬために働くようなものだ」という言葉

が問題となり、死ぬために働いているのではない、生きていくため

に働く、子どもを育てるために働く、などの意見が出たという（A72：

170）。輝子は学級での議論を受けて、「問題を正しく解決する」と

いう詩のなかで、「ほんとうに考えることなら、／組の中のどんな

人でも、／正しく考え、／正しく見、／正しく解決していくのだ。

／そして、／いつも笑顔のあふれている、／わたし達の組なんだ」

（A72：173）と綴っている。会田は、輝子が「苦しさにたえぬいて、

生きていく」ためには、「みんなと手をつないではげましあってい

くことが、何よりもだいじである」ことを掴んだと述べる（A72：

174）。つまり、会田は輝子の事例を通して、輝子を含めた家族が

置かれている労働環境それ自体ではなく、労働という困難に対する

意欲や態度などの「骨なし」の状態を問題とし、生きる意欲や態度

の形成には学級の繋がりが必要であることを指摘する。

③ 1952 年度の実践

　会田は、1952 年に雑誌『教育静岡』の取材を受けている（H1952）。

会田は取材に訪れた H に、「『自分が変りうるという確心を子ども

めいめいにもたせようと思っているんだよ』」と語り、また、「『笑

わぬ子ども、笑えぬ子、こういう子どもが、わたしの子どもたちの

中に一杯いたんだよ、笑わぬ子どもはなぜ笑わぬのか、笑えぬ子ど

もはその笑えぬわけはどこにあるのだろう。私はまずそこから手は

じめに、この子どもたちを見つめることにしたんだよ』」と語って

いる（H1952：49）。会田は「笑わない子」に関心を寄せる。

　「笑わない子」の１人が健治であった。健治は自身の名前以外は、

読み書きが困難であった。そのため、母親は涙を拭いつつも、「こ

の子さえもっとしっかりしてくれればいいのにさあ」（A74：153）

と健治を罵倒していた。会田は健治をめぐって、「健治の顔にニッ

と笑いをうかばせるもの、それはやっぱり健治の敵にまわるものか

らではなくて、健治を理解しようとする努力の側のものからでしか

ないのではなかろうか」（A74：153-154）と述べる。会田は、「笑

わない子」の理解を試みる。

　「笑わない子」は健治だけではなかった。トミオは、「小柄で青白

い顔に、いつでもうす白い鼻汁をたらしている子」（A45：29）であっ

た。トミオは、授業中には下敷きや筆箱を触り、また、友だちにい

じわるをし、嘘をついていた。そのため、健治と同じく、トミオは

家庭でも出来の悪い子とされ、母親だけではなく祖母からも叱られ

分数のわり算のているを／りとはいとを／わお数に木にどんな

／私は／雪江さんおかいもらって／ 　 × 7 をとのりはし／つ

か１コぶんの１のでいとつた／ゆるきでといかたなった／とて

いるかのどんないよいと／うらあるとろに／かないつのり／私

はのり数分を／りとはいとを／お数分を／木にどんな／私は／

ゆき江さん／ 　 × 3= とのりはし／つたか１コぶんの１ので

いどこに／ゆるまでとい／なつかとて／いるかのど／んないま

いとうら／あるだのに／かないのたり

この詩から、菊江が雪江に分数の問題を助けてもらっていたことが

推察できる。「変わった子」とされた菊江は、文字の練習を通して

学級の子どもに認められ、受け入れられていた。会田の企図した「助

け合い」には、「変わった子」も含まれていた。

　会田は、「助け合い」とともに、1951 年度から、「詩」を用いた

実践を開始する。この実践は、４月頃から詩を読みはじめ、５月に

なると詩を書き、６月には１人１冊ずつ用意したノートに詩を綴る、

と展開していく。会田は詩を通じて、子ども理解を試みる。

　この当時、静岡県では「骨なしの子」が問題となっていた 25）。

会田にとって「骨なしの子」は、「ものを考えぬく思考力」や、「困

難とたたかいつづけて、それを克服していくような意志も努力」が

失われている姿を意味する（A38：250）。その「骨なしの子」の 1

人が、テルオであった。テルオは毎日 10 円のお小遣いを貰い、家

の手伝いをせずに自由に遊ぶ生活を過ごしていた。テルオは、「ぼ

くは、かあさんやとうさんのいうことは、ちっとしかきかない。あ

との人のいうことはきかない」、「ぼくはちっとばかのつかいならや

るが、くるまやとうくのつかいなどはやらない」、「ぼくは、おかね

をもらうのはだいすきです」、と綴る子どもであった（A38：250）。

テルオは「とうげの松の木」という詩を綴っている（A38：248-

249）。

とうげの松の木は／かぜがふくと／松の木ゆらゆらと／ゆれな

がら／かぜが／ひゅっと／ならしながら／松の木はおれそうに

まがる／そのときぼくは／むねが／どきどきとした／あれでも

おれないのかと／びっくりした／松の木はつよい／とうげの松

の木は／たいふうのとき／しおをよけるためにうえてある／松

はいい木だとおもいます

会田は、「風」という困難に向かう松の強さをみつけたテルオにも、

松と同様に困難に向かう強さを看取する。そして、会田はテルオに

「お前だって、きっと、とうげの松の木みたいに、つよくなれるぞ」

（A38：259）と声をかけたという。

　会田は子どもに対して、困難に向かう意欲を求める。学級では、「人

間が一番だいじなことそして人間がだいじだという場合、人間の働

らいていることが一番多く、しかもそれが一番だいじなことだ」

（A37：73）といった内容が話し合われてきた。この話し合いを受

けて、輝子は家族の仕事を恥じながらも、「鉄くず」という詩を綴

る（A37：73-74）。

私の家は鉄くず屋だ／詩集の題も「鉄くず」だ／毎日鉄くずを

あつめている／鉄くずをあつめるのに／どんな若心があるか／

 3 
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15）と、「どの子の心の中にも、生きがいのあることをさとらせて

やりたいこと」（A64：16）、の２つを挙げる。会田の関心は、「で

きない子」、「笑えない子」といった「下積みの子」にあった。こう

した子どもは、会田にとって「わからない子」であった。会田は子

どもを理解し、寄り添い、見つめる方法として、「教室だより帳」

や詩を用いた。そして、子どもの書き綴った言葉から、子どもの勇

気や困難に向かう気持ちを看取し、生きがいを悟らせていた。小さ

な教育技術のうえに、会田は「助け合い」などを通じて、例えば「菊

江」のような存在も受け入れる「横のつながり」を形成していた。

第５節　会田の生活綴方観

　会田は、1950 年頃から「教室だより帳」や詩などを用いた教育

実践をおこなっていた。その一方で会田は、「いつのまにか、何と

はなしに生活綴方の旗手のひとりみたいにおもわれるようになって

きた」ことを自覚しつつも、「わたくしは、けっして生活綴方をやっ

た男ではない」という（A48：52）。こうした会田の生活綴方に対

する認識は、「若い作文指導者への夢」26）と「わたくしの綴方教育論」

に示されている。

　会田は後進の教師に宛てた「若い作文指導者への夢」のなかで、

次のように述べる（A35：43）。

じぶんの見たり、きいたり、考えたり、感じたりしたことをハッ

キリ書ける子。できたらそれを美しく書きつづれる子をつくっ

てゆきたいものだと思う。それは文学的なものと同時に社会科

学的な目や技術をそだてるものとしての作文の復興。そしてそ

の発展――ともいわれよう。

会田は、「文学的なもの」と「社会科学的な目や技術」を育てる生

活綴方、すなわち文章表現技術や社会認識の育成を企図する生活綴

方の在り方を認識している。しかし一方で、この生活綴方の在り方

は「若い作文指導者への夢」であり、会田が実践し得ず後進の教師

に託したものである。また会田は、「わたくしの綴方教育論」にお

いても、生活綴方を「どこまでもじぶんたちの目で見、耳できき、

体でつかみとってくる現実の事実をつみかさねていくことによっ

て、ねばりずよく真実と真理を追求していく科学的、合理的な題と

行動とをつくっていく」ものとして捉える一方で、「そこで、それ

ではいったいどうしたらよいのか。そこからあとは、ぼんくらは［原

文ママ：引用者註］わたくしはさじをなげだす。あとはみんなで考

えてもらいたい」と述べている（A48：54）。

　しかし、会田が「教室だより帳」や詩などの子どもが自身の生活

を書き綴った文章という意味での生活綴方を用いた教育実践を展開

したのも事実である。会田は、自身の生活綴方について次のように

も述べている（A48：53）。

どいつの目玉もとろんとにごっていたり、あるいはポカンとし

ていて、そのくせいやにませていて、利己的かばらばら勝手

で、なまけ者で、不勉強で、時々権力の目の色をうかがう奴ら。

あるいはまじめで、正直で、勤勉であったとしても、はたらく

人間こそ一番だいじな人間であることも、そういう人間の団結

のすばらしさなどもしろうともしない奴ら。まして人間や社会

ていた。会田は、トミオのいたずらや、叱られる行為などに関して、

「お前からそれをみんなとりあげたら、お前はよい子になれるのだ

ろうか」、「お前はほんとうにすきでそうなったのか」と心境を綴っ

ている（A45：30）。会田は、トミオの「悪さ」を叱責するのでは

なく、なぜそうなったのか、を自問する。そして会田は、「トミオ

君、ぼくといい友だちになろうな。よい子になれるよ。ぼくがトミ

オ君の味方になってあげるよ」（A45：32）と語りかける。会田は、

トミオに対して「変われること」を示唆し、トミオに寄り添う姿勢

を見せる。会田の姿を受けて、トミオはノートの落書きを消し、宿

題をするようになる。会田は、トミオが初めて提出した宿題を学級

に見せ、「トミオ君、こんなによい子になったよ」（A45：33）と学

級に語りかけている。

（２）「横のつながり」の形成を企図した教育観

　「菊江の記録」と「この子だれの子」には、光子が計算問題を

解けない次男を叱責するというエピソードが記されている。会田

は、「次男坊を無知からすくいあげなければならないというねが

い」（A74：116）や、「次男坊を何とかひと並みの水準までひきあ

げてやらなければならないという強い母親としての愛情」（A45：

31）を感じる。その一方で会田は、母親の叱責によって次男の学習

意欲や自信が減退する状況を踏まえ、「わが子のために幸福をねが

う人間の悲惨さはどこにあるのかしら」（A74：117）、と問う。会

田は、光子と自身とを重ね合わせ、次のように綴っている（A45：

31-32）。

そしてそこから、むかしもいまもトミオは発生したし、またす

るように思われる。はじめは少しわからない子として。それが

次第にわからなくなり、ついにはもうどうにもこうにも追いつ

くこともできない子として。そしてまたそれは、はじめははげ

ましだったものが、次第に叱責となり、ついに悪罵かあるいは

放任となってゆく教師のあり方と結びついて。そして、できな

い子、バカという烙印。

　会田は、駒越においては「できない」という子ども個人の問題に

対峙したかにみえる。しかし、「できない子」は、もともと会田が

理解できない子――「わからない子」――として存在した。すなわ

ち、「できない子」は、「わからない子」に対する会田自身の認識か

ら生まれていた。そのため、子どもは誰でも「トミオ」になり得た。

さらに会田は、「そしておそろしいことには、教師のそうしたふん

い気に対して、むしろ抗議したい正しいヒューマニスティックな気

持を強くいだいている教室のこどもたちまで、いつのまにかものお

ぼえのわるいものを厄介者扱いにし、きらうこどもたちにしてきて

いた」（A45：31）という。会田は、教師の眼差しや振る舞いによっ

て、「できない子」を生み出すだけではなく、「できない子を嫌う子

ども」も生み出すことを自覚する。会田は、「できない子」を生ん

でしまう自身の姿を問題としていた。つまり、会田は、「無知」を

子ども個人の学力の問題としなかったように、「できない」ことも

子ども個人の問題として把握しなかった。

　会田は、「小さな教育技術」として、「クラスの下積みのこどもた

ちを、まずかわいがってやりたここと［原文ママ：引用者註］」（A64：
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みんなはしらないだろう／鉄くず屋は／いそがしい仕事だ／人

に見られて／かたちのわるい仕事だ／だけど／何にもはずかし

くないんだ／毎日／ほこりまみれになつてはたらく／おかあさ

ん／私もいまに／あんなにほこりまみれになつて／はたらくん

だ／人目のわるい仕事だが／それをやらなければならないんだ

／いまから私も／まつくろになつてはたらくんだ／この苦心を

／みんなにしらせるんだ／「鉄くず」／「鉄くず」をかいてい

くんだ／笑われたつてかくんだ

　輝子は家族の仕事を誇る詩を綴る一方で、「死」と題して、「わた

しもいつか死ぬんだなあ／死なない薬がほしいなあ／人間は／死ぬ

ために働くようなものだ」（A72：169）という詩を綴っている。輝

子は母親の仕事ぶりから、労働と死を結びつける。しかし会田の学

級では、輝子の「人間は死ぬために働くようなものだ」という言葉

が問題となり、死ぬために働いているのではない、生きていくため

に働く、子どもを育てるために働く、などの意見が出たという（A72：

170）。輝子は学級での議論を受けて、「問題を正しく解決する」と

いう詩のなかで、「ほんとうに考えることなら、／組の中のどんな

人でも、／正しく考え、／正しく見、／正しく解決していくのだ。

／そして、／いつも笑顔のあふれている、／わたし達の組なんだ」

（A72：173）と綴っている。会田は、輝子が「苦しさにたえぬいて、

生きていく」ためには、「みんなと手をつないではげましあってい

くことが、何よりもだいじである」ことを掴んだと述べる（A72：

174）。つまり、会田は輝子の事例を通して、輝子を含めた家族が

置かれている労働環境それ自体ではなく、労働という困難に対する

意欲や態度などの「骨なし」の状態を問題とし、生きる意欲や態度

の形成には学級の繋がりが必要であることを指摘する。

③ 1952 年度の実践

　会田は、1952 年に雑誌『教育静岡』の取材を受けている（H1952）。

会田は取材に訪れた H に、「『自分が変りうるという確心を子ども

めいめいにもたせようと思っているんだよ』」と語り、また、「『笑

わぬ子ども、笑えぬ子、こういう子どもが、わたしの子どもたちの

中に一杯いたんだよ、笑わぬ子どもはなぜ笑わぬのか、笑えぬ子ど

もはその笑えぬわけはどこにあるのだろう。私はまずそこから手は

じめに、この子どもたちを見つめることにしたんだよ』」と語って

いる（H1952：49）。会田は「笑わない子」に関心を寄せる。

　「笑わない子」の１人が健治であった。健治は自身の名前以外は、

読み書きが困難であった。そのため、母親は涙を拭いつつも、「こ

の子さえもっとしっかりしてくれればいいのにさあ」（A74：153）

と健治を罵倒していた。会田は健治をめぐって、「健治の顔にニッ

と笑いをうかばせるもの、それはやっぱり健治の敵にまわるものか

らではなくて、健治を理解しようとする努力の側のものからでしか

ないのではなかろうか」（A74：153-154）と述べる。会田は、「笑

わない子」の理解を試みる。

　「笑わない子」は健治だけではなかった。トミオは、「小柄で青白

い顔に、いつでもうす白い鼻汁をたらしている子」（A45：29）であっ

た。トミオは、授業中には下敷きや筆箱を触り、また、友だちにい

じわるをし、嘘をついていた。そのため、健治と同じく、トミオは

家庭でも出来の悪い子とされ、母親だけではなく祖母からも叱られ

分数のわり算のているを／りとはいとを／わお数に木にどんな

／私は／雪江さんおかいもらって／ 　 × 7 をとのりはし／つ

か１コぶんの１のでいとつた／ゆるきでといかたなった／とて

いるかのどんないよいと／うらあるとろに／かないつのり／私

はのり数分を／りとはいとを／お数分を／木にどんな／私は／

ゆき江さん／ 　 × 3= とのりはし／つたか１コぶんの１ので

いどこに／ゆるまでとい／なつかとて／いるかのど／んないま

いとうら／あるだのに／かないのたり

この詩から、菊江が雪江に分数の問題を助けてもらっていたことが

推察できる。「変わった子」とされた菊江は、文字の練習を通して

学級の子どもに認められ、受け入れられていた。会田の企図した「助

け合い」には、「変わった子」も含まれていた。

　会田は、「助け合い」とともに、1951 年度から、「詩」を用いた

実践を開始する。この実践は、４月頃から詩を読みはじめ、５月に

なると詩を書き、６月には１人１冊ずつ用意したノートに詩を綴る、

と展開していく。会田は詩を通じて、子ども理解を試みる。

　この当時、静岡県では「骨なしの子」が問題となっていた 25）。

会田にとって「骨なしの子」は、「ものを考えぬく思考力」や、「困

難とたたかいつづけて、それを克服していくような意志も努力」が

失われている姿を意味する（A38：250）。その「骨なしの子」の 1

人が、テルオであった。テルオは毎日 10 円のお小遣いを貰い、家

の手伝いをせずに自由に遊ぶ生活を過ごしていた。テルオは、「ぼ

くは、かあさんやとうさんのいうことは、ちっとしかきかない。あ

との人のいうことはきかない」、「ぼくはちっとばかのつかいならや

るが、くるまやとうくのつかいなどはやらない」、「ぼくは、おかね

をもらうのはだいすきです」、と綴る子どもであった（A38：250）。

テルオは「とうげの松の木」という詩を綴っている（A38：248-

249）。

とうげの松の木は／かぜがふくと／松の木ゆらゆらと／ゆれな

がら／かぜが／ひゅっと／ならしながら／松の木はおれそうに

まがる／そのときぼくは／むねが／どきどきとした／あれでも

おれないのかと／びっくりした／松の木はつよい／とうげの松

の木は／たいふうのとき／しおをよけるためにうえてある／松

はいい木だとおもいます

会田は、「風」という困難に向かう松の強さをみつけたテルオにも、

松と同様に困難に向かう強さを看取する。そして、会田はテルオに

「お前だって、きっと、とうげの松の木みたいに、つよくなれるぞ」

（A38：259）と声をかけたという。

　会田は子どもに対して、困難に向かう意欲を求める。学級では、「人

間が一番だいじなことそして人間がだいじだという場合、人間の働

らいていることが一番多く、しかもそれが一番だいじなことだ」

（A37：73）といった内容が話し合われてきた。この話し合いを受

けて、輝子は家族の仕事を恥じながらも、「鉄くず」という詩を綴

る（A37：73-74）。

私の家は鉄くず屋だ／詩集の題も「鉄くず」だ／毎日鉄くずを

あつめている／鉄くずをあつめるのに／どんな若心があるか／

 3 
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 5 
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─ 46 ─

（47）



と移住する。茂雪裡では非文化それ自体が課題であるゆえに、村民

は同等程度の生活環境にあった。その一方で、駒越では子どもの生

活環境が大きく異なっており、子どもたちは「ばらばら」であった。

そこで会田は、子どもの関係づくりを課題とする。会田は、「教室

だより帳」や詩を用いていた子ども理解と、関係づくりをおこなう。

そして、子ども同士の「助け合い」を通して、菊江やトミオなどの

課題を抱える子どもも含んだ「横のつながり」を形成していく。会

田は、戦後の茂雪裡から駒越に至るまで、子どもの「敵」ではなく、「味

方」となることを一貫して主張している。すなわち、会田が形成を

試みた「横のつながり」には、会田自身も含まれている。

　こうした会田が活躍した 1950 年代当時の生活綴方は、一般的に、

「生活現実に目を向け書き綴る中で、生活の主体者としての構えを

つくり、おくれている子や生活の重い課題を抱える子たちとの仲間

づくりの実践」（伊藤 2001：46）を中心としていた。この点で、会

田の教育実践は 1950 年代当時の生活綴方の１つの在り方である。

しかし会田は、生活綴方を通した文章表現技術や社会認識の育成を

おこなわなかった。会田は、勉強の「できない子」は、教師が理解

できな子――「わからない子」――から生まれると考えていた。そ

の会田にとって生活綴方は、あくまでも、子どもを理解し、子ども

との関係を築くために、子どもと向き合う方法であった。

　以上のように、会田の教育実践には、知識や文章表現技術、社会

認識の獲得に主眼を置くのではなく、子どもを含めた人間関係の構

築――「横のつながり」の形成――を企図する点が通底している。

それは、教師が、人間の生きざるを得ない生活と、そこで生きる子

どもに向き合うことでもあった。

　会田は、とくに駒越小学校において生活綴方を用いた教育実践を

展開していた。そして生活綴方は、子ども理解の源流に位置する（田

中 2009）。ここで示唆的なのは、会田が北海道綴方教育連盟の業績

を学ぶ必要を訴えている点である（A13；A25）。北海道綴方教育連

盟について、例えば船山謙次は、「綴方連盟［北海道綴方教育連盟：

引用者註］のもつヒューマニズムの思想性は高く評価するが、北方

性教育運動にみられる社会科学的思想の深さと比較するとき、綴方

教育連盟［北海道綴方教育連盟：引用者註］の思想的弱点を指摘し

ないわけにはいかない」（船山 1987：29-30）と述べている。北海

道綴方教育連盟の思想的特質と、会田の教育実践に通底するもの―

―そして、そのなかでの生活綴方――とを重ねるとき、会田の教育

実践は、子ども理解の教育実践として戦後教育実践史の俎上に載り

得ると同時に、北海道綴方教育連盟の後継としても位置づき得る。

会田の教育実践は、過去の教育実践から何を継承し、その史的意義

はどこにあるのか。今後の課題としたい。

【凡例】

１. 会田実の著作からの引用・参照は、煩雑さを避けるため、「別表

１：会田実関連著作一覧」に付した番号を用いた。

２. 引用文中の「／」は、行替えを意味する。また、引用文中の傍点は、

原文のママである。

註

１） 藤田和也は、この共同研究を、実践家と研究者による共同研

究の雛型として評価する（藤田 2014）。

の進歩によせるすみきったあかるさもたくましさもしろうとし

ない奴ら。腰がたった時には、泥くさい日本の貧乏の中で生き

ているじぶんの受持の子どもたちの姿が、或いはそんな風にう

つったかもしれない。手あかによごれた誤字だらけの文にも

なっていない文を読み、それに赤ペンをいれながら、それでも

大方の時はそういう子どもたちの味方になり、笑ったりはげま

したり、腹をたてたり、あせったり、ねばったりしながらつみ

かさねてきたもの。そうしてさいごには、綴方、このよいもの

に生きるよろこびとはりあいをどの子の中にもあたえたもの。

ここには、会田の子どもに対する認識と、生活綴方の在り方が端的

に示されている。会田は、子どもとの関わりのなかで、子どもに「生

きるよろこびとはりあい」、すなわち生きがいをもたせる生活綴方

の在り方を見出す。

　以上のように、会田が「生活綴方をやった男ではない」と述べる

とき、その含意は文章表現技術や社会認識の育成に主眼を置いた生

活綴方をおこなわなかったという限定的なものである。会田は生活

綴方による文章表現技術や社会認識の育成が求められていることを

自覚しつつも、自身の教育実践では、そうした生活綴方を企図しな

かった。なぜなら、生活綴方において文章表現技術や社会認識に焦

点をあてれば、必然的に「できない子」が問題となるからである。

会田は「できない子」ではなく、「わからない子」としての子ども

に向き合う。会田は、生活綴方を書かせると「個性尊重」の意味

がわかるとし（A46：49）、「たしかに正直に書くこと」（A48：53）

を生活綴方の出発点とした。すなわち、正直に書き綴られた生活綴

方には子どもの個性が現れる。つまり会田は、「わからない子」の

理解の１つの方法として、そして、生きがいをもたせるものとして

生活綴方を捉える。

第６節　おわりに―会田実の教育実践の内実

　本稿は、「ハガキ」や「足」を用いた組織づくりの観点から着目

されてきた会田の教育実践について検討してきた。

　会田が、戦後の茂雪裡において問題としたのは、非文化すなわち

文化を享受できない暮らしであった。子どもにとって、この暮らし

は労働を要求される暮らしでもあった。会田は教育を通して、子ど

もに対する労働要求それ自体の克服ではなく、あくまでも非文化の

克服を試みる。なぜなら、子どもへの労働要求を問題とすれば、茂

雪裡で暮らす人々の生活が成り立たないからである。また、非文化

は自らの手で文化の獲得を試みなければ克服できなかった。そこで

会田は、子どもが自らの労働によって得た賃金を共同出資し、子ど

も自身が読みたい本を選択し、購読する教育実践をおこなう。会田

は江別においても、生活改善を企図し、自主性と共同性の必要を指

摘している。また会田は教育実践だけではなく、単複校の未整備問

題も文化の問題として把握し、「組織的発言と抗議とたたかい」を

求めていく。すなわち、会田は文化の獲得を企図する一方で、その

獲得は単独で成し得るものとは考えなかった。つまり、会田が戦後

の北海道においておこなった教育実践は、文化の獲得に主眼が置か

れているものの、その内実は人間関係の構築にある。

　その後、会田は自らの教育的要請からではなく、光子の体調を理

由として、温暖で文化的にも整っている光子の郷里のある静岡県へ
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（無署名 1952a；1952b）。会田は座談会において、「殊に若い

人たちを結びつけることが第一の仕事ではないか」（無署名

1952b：２）と発言している。会田の交流をめぐって、例えば

会田は兵庫作文の会との交流している（菅原 2004）。また、会

田は大田堯とも交流し（A33）、大田は会田の「ハガキ」によって、

北海道の教師の千葉良雄の病を知っている（大田 1952）。小田

切（2005）には、千葉から会田に宛てた「ハガキ」が紹介さ

れている。さらに会田は、例えば歴史学者の羽仁五郎や井上

清にも「ハガキ」を送っている。

４） 山住正己は、勝田による会田の追悼文について、「なお、『会

田さんと私』には珍しく末尾に執筆年月日が入っている。引

用されたダンハムの『現代の神話』の刊行は、なんと、その

２日前の９月 20 日である。多忙のなかでも、魅力ある新刊書

に無関心ではいられなかったのだろう。おそらく引用された

一節にぶつかって、会田氏の回想文も一気に書きあげられた

にちがいない」（山住 1972：535-536）と解説している。

５） 本稿では、永岡治の『ある綴方教師伝』（1988 年、民衆社）の

小説（伝記）としての性格に鑑みて、『ある綴方教師伝』を参

考に留める。『ある綴方教師伝』によれば、雑誌『作文静岡』

に掲載された会田の追悼文には、国分一太郎、戸塚廉、宮原

誠一、相川日出雄、小西健二郎、寒川道夫、綿引まさ、など

が執筆している。また、第３回全国教育研究集会の開催中の

1954 年１月 26 日の夜には、「会田実追悼・作文教育を語る会」

――「開会のことば（下田政夫）」、「会田先生の人柄（野々山

茂雄）」、「黙祷」、「挨拶（会田光子）」、「会田さんという人（大

塚義人）」、「講演（大田堯、小川太郎、鶴見和子）」、「追悼座談（今

井誉次郎、寒川道夫、国分一太郎、土岐兼房、戸塚廉、高橋磌一、

松坂忠則、無着成恭、三上敏夫）」、「閉会のことば（後藤彦十

郎）」――が開催された。ただし、管見の限り、２つの事例に

係る史料は発見されていない。

６） 会田に関連する著作は、これまで未整理であった。遺稿集（A75）

に収録された会田の 18 本の著作のうち、書誌情報（初出）が

示されたのは 7 本のみである。また、その書誌情報が誤って

いるものもある。そのため、「別表１：会田実関連著作一覧」

として整理した。ただし、未定稿である。なお、掲載が確認

されているものの、現物が確認できない会田の著作――例え

ば、志太生活教育同好会誌『ともしび』や、静岡県作文の会誌『作

文静岡』に掲載の著作――は割愛した。また、遺稿集に収録

されている未発表原稿も割愛した。

別表１：会田実関連著作一覧

【会田実の著作】

A1 あいだ・みのる（1947）「『文化』とは誰のものであるか：山村の人々
のために」『教育建設』16 号、15-16 頁

A2 あいだ・みのる（1947）「『文化』とは誰のものであるか：組織的
発言と抗議とたたかいのために」『教育建設』18 号、17-18 頁
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と移住する。茂雪裡では非文化それ自体が課題であるゆえに、村民

は同等程度の生活環境にあった。その一方で、駒越では子どもの生

活環境が大きく異なっており、子どもたちは「ばらばら」であった。

そこで会田は、子どもの関係づくりを課題とする。会田は、「教室

だより帳」や詩を用いていた子ども理解と、関係づくりをおこなう。

そして、子ども同士の「助け合い」を通して、菊江やトミオなどの

課題を抱える子どもも含んだ「横のつながり」を形成していく。会

田は、戦後の茂雪裡から駒越に至るまで、子どもの「敵」ではなく、「味

方」となることを一貫して主張している。すなわち、会田が形成を

試みた「横のつながり」には、会田自身も含まれている。

　こうした会田が活躍した 1950 年代当時の生活綴方は、一般的に、

「生活現実に目を向け書き綴る中で、生活の主体者としての構えを

つくり、おくれている子や生活の重い課題を抱える子たちとの仲間

づくりの実践」（伊藤 2001：46）を中心としていた。この点で、会

田の教育実践は 1950 年代当時の生活綴方の１つの在り方である。

しかし会田は、生活綴方を通した文章表現技術や社会認識の育成を

おこなわなかった。会田は、勉強の「できない子」は、教師が理解

できな子――「わからない子」――から生まれると考えていた。そ

の会田にとって生活綴方は、あくまでも、子どもを理解し、子ども

との関係を築くために、子どもと向き合う方法であった。

　以上のように、会田の教育実践には、知識や文章表現技術、社会

認識の獲得に主眼を置くのではなく、子どもを含めた人間関係の構

築――「横のつながり」の形成――を企図する点が通底している。

それは、教師が、人間の生きざるを得ない生活と、そこで生きる子

どもに向き合うことでもあった。

　会田は、とくに駒越小学校において生活綴方を用いた教育実践を

展開していた。そして生活綴方は、子ども理解の源流に位置する（田

中 2009）。ここで示唆的なのは、会田が北海道綴方教育連盟の業績

を学ぶ必要を訴えている点である（A13；A25）。北海道綴方教育連

盟について、例えば船山謙次は、「綴方連盟［北海道綴方教育連盟：

引用者註］のもつヒューマニズムの思想性は高く評価するが、北方

性教育運動にみられる社会科学的思想の深さと比較するとき、綴方

教育連盟［北海道綴方教育連盟：引用者註］の思想的弱点を指摘し

ないわけにはいかない」（船山 1987：29-30）と述べている。北海

道綴方教育連盟の思想的特質と、会田の教育実践に通底するもの―

―そして、そのなかでの生活綴方――とを重ねるとき、会田の教育

実践は、子ども理解の教育実践として戦後教育実践史の俎上に載り

得ると同時に、北海道綴方教育連盟の後継としても位置づき得る。

会田の教育実践は、過去の教育実践から何を継承し、その史的意義

はどこにあるのか。今後の課題としたい。

【凡例】

１. 会田実の著作からの引用・参照は、煩雑さを避けるため、「別表

１：会田実関連著作一覧」に付した番号を用いた。

２. 引用文中の「／」は、行替えを意味する。また、引用文中の傍点は、

原文のママである。

註

１） 藤田和也は、この共同研究を、実践家と研究者による共同研

究の雛型として評価する（藤田 2014）。

の進歩によせるすみきったあかるさもたくましさもしろうとし

ない奴ら。腰がたった時には、泥くさい日本の貧乏の中で生き

ているじぶんの受持の子どもたちの姿が、或いはそんな風にう

つったかもしれない。手あかによごれた誤字だらけの文にも

なっていない文を読み、それに赤ペンをいれながら、それでも

大方の時はそういう子どもたちの味方になり、笑ったりはげま

したり、腹をたてたり、あせったり、ねばったりしながらつみ

かさねてきたもの。そうしてさいごには、綴方、このよいもの

に生きるよろこびとはりあいをどの子の中にもあたえたもの。

ここには、会田の子どもに対する認識と、生活綴方の在り方が端的

に示されている。会田は、子どもとの関わりのなかで、子どもに「生

きるよろこびとはりあい」、すなわち生きがいをもたせる生活綴方

の在り方を見出す。

　以上のように、会田が「生活綴方をやった男ではない」と述べる

とき、その含意は文章表現技術や社会認識の育成に主眼を置いた生

活綴方をおこなわなかったという限定的なものである。会田は生活

綴方による文章表現技術や社会認識の育成が求められていることを

自覚しつつも、自身の教育実践では、そうした生活綴方を企図しな

かった。なぜなら、生活綴方において文章表現技術や社会認識に焦

点をあてれば、必然的に「できない子」が問題となるからである。

会田は「できない子」ではなく、「わからない子」としての子ども

に向き合う。会田は、生活綴方を書かせると「個性尊重」の意味

がわかるとし（A46：49）、「たしかに正直に書くこと」（A48：53）

を生活綴方の出発点とした。すなわち、正直に書き綴られた生活綴

方には子どもの個性が現れる。つまり会田は、「わからない子」の

理解の１つの方法として、そして、生きがいをもたせるものとして

生活綴方を捉える。

第６節　おわりに―会田実の教育実践の内実

　本稿は、「ハガキ」や「足」を用いた組織づくりの観点から着目

されてきた会田の教育実践について検討してきた。

　会田が、戦後の茂雪裡において問題としたのは、非文化すなわち

文化を享受できない暮らしであった。子どもにとって、この暮らし

は労働を要求される暮らしでもあった。会田は教育を通して、子ど

もに対する労働要求それ自体の克服ではなく、あくまでも非文化の

克服を試みる。なぜなら、子どもへの労働要求を問題とすれば、茂

雪裡で暮らす人々の生活が成り立たないからである。また、非文化

は自らの手で文化の獲得を試みなければ克服できなかった。そこで

会田は、子どもが自らの労働によって得た賃金を共同出資し、子ど

も自身が読みたい本を選択し、購読する教育実践をおこなう。会田

は江別においても、生活改善を企図し、自主性と共同性の必要を指

摘している。また会田は教育実践だけではなく、単複校の未整備問

題も文化の問題として把握し、「組織的発言と抗議とたたかい」を

求めていく。すなわち、会田は文化の獲得を企図する一方で、その

獲得は単独で成し得るものとは考えなかった。つまり、会田が戦後

の北海道においておこなった教育実践は、文化の獲得に主眼が置か

れているものの、その内実は人間関係の構築にある。

　その後、会田は自らの教育的要請からではなく、光子の体調を理

由として、温暖で文化的にも整っている光子の郷里のある静岡県へ
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A75 会田実（1986）『教師：その生きる道（復刻版）』復刻版刊行委員
会

【会田実の追悼文】
無署名（1954a）「会田実氏急逝」『北海道作文』９号、10 頁
斎藤健一（1954）「トンマ先生：あいだ・みのるさんについて」『教育』30 号、
80-81 頁
後藤彦十郎（1954）「静岡県作文教育協議会生みの親　会田実氏の急逝を悼
む」『作文と教育』23 号、87 頁
大塚義人（1954）「会田さんのことば」『作文と教育』24 号、42-43 頁
加茂茂（1954）「教育を愛する人」『作文と教育』24 号、43 頁
むさし・よしかね（1954）「手紙をかくことと足でかせぐこと」『作文と教育』
24 号、43 頁
中村さと（1954）「病室で」『作文と教育』24 号、43-44 頁
笠原和一（1954）「温いはげまし」『作文と教育』24 号、44 頁
鈴木文雄（1954）「会田さんに学ぶ」『作文と教育』24 号、45 頁
おかむら・たもつ（1954）「あいださんに学ぶ」『作文と教育』24 号、
45-46 頁
三上敏夫（1954）「会田先生のこと」『作文と教育』24 号、46-47 頁
黒田数平（1954）「ありがたき先生」『作文と教育』24 号、47 頁
会田光子（1954）「無題」『作文と教育』24 号、46-47 頁
永松武生（1954）「会田実先生のこと」『北海教育評論』７巻２号、127-128
頁
五井治保（1954）「あいだ・みのる氏の思い出」『北海教育評論』７巻２号、
128 頁
勝田守一（1954）「会田さんと私」静岡県作文の会協議会編『教師：その生
きる道』静岡図書、16-27 頁
今井誉次郎（1954a）「似ていること」静岡県作文の会協議会編『教師：そ
の生きる道』静岡図書、28-32 頁
横沢宇宙（1954）「あの頃の思い出」静岡県作文の会協議会編『教師：その
生きる道』静岡図書、33-36 頁

【会田実に関連する論考・史料】
坂本亮（1947）「教師に文化を：あいだ・みのる君に」『教育建設』17 号、
19 頁
坂本亮（1949）「北海道綴方連盟史のことをかくに当つて、あいだ君に」『北
海教育評論』２巻２号、14-15 頁
高沢菫風（1949）「俳句に於ける階級性：会田実氏に答える」『えぞにう』
４巻３号、3-7 頁
ちば・よしお（1951）「先達の光ある業績に：あいだ・みのる氏への書信」『北
海教育評論』４巻４号、20-23 頁
紅林晃・あいだ・みのる・坂本亮・木村司（1952）「千葉良雄氏の遺稿が出
版されることについて全道の教師諸兄に訴える」『北海教育評論』５巻５・
６号、48 頁
H（1952）「教室訪問：笑える子どもにする（清水・駒越小・会田実学級）」

『教育静岡』２巻９号、48-49 頁
秋元忍（1952）「文集ばなし：清水市駒越小会田学級『麦こきの弟』」『教育
静岡』２巻 11 号、26-27 頁
K（1954）「編集後記」『教育』29 号、100 頁（※ 3）
今井誉次郎（1954b）「美しい道：あいだ君の思出」『作文と教育』24 号、
62 頁
無署名（1954b）「会田実遺稿集について」『作文と教育』28 号、64 頁
野々山茂雄（1954）「序にかえて」静岡県作文の会協議会編（1954）『教師：
その生きる道』静岡図書、２- ３頁
静岡県作文の会協議会（1954）「あとがき」静岡県作文の会協議会編（1954）

『教師：その生きる道』静岡図書、199-200 頁
富田博之（1954）「教師の本棚：『教師―その生きる道』」『教育静岡』５巻２号、
54 頁
無署名（1955）「本の紹介：静岡作文の会協議会編『教師：その生きる道』」

『作文と教育』33 号、44-45 頁
武蔵吉金（1958）「会田実」日本作文の会編『生活綴方事典』明治図書出版、
614 頁
永岡治（1985）「資料（故会田実先生に関する）お持ちの方ご教示ください」

『作文と教育』420 号、10 頁

A36 あいだみのる（1951）「教師と『たより』を書きあうことをこども
たちはどう思つているか」『実践国語』12 巻 132 号、52-56 頁

A37 あいだみのる（1951）「小学校における鑑賞の実際：詩の場合につ
いて」『実践国語』12 巻 137 号、68-74 頁

A38 あいだ・みのる（1951）「とうげの松の木」後藤彦十郎編『魂あい
ふれて』百合出版、248-261 頁（※ 2）

A39 あいだ・みのる（1951）「山びこ学校をどう学ぶか」『教育静岡』
１巻２号、30-31 頁

A40 あいだ・みのる（1952）「わたくしはいまこんな仕事をしています
（3）」『ともしび』６号、47-49 頁

A41 あいだ・みのる（1952）「生活（綴方）教育の教師　千葉良雄」『作
文と教育』６号、22-24 頁

A42 会田実編（1952）『麦こき』50 号

A43 あいだみのる（1952）「『斎藤さん』という人」『教育』６号、
61-64 頁

A44 あいだ・みのる（1952）「わたしはいまこんな仕事をしています（4）」
『ともしび』７号、27-28 頁

A45 あいだ・みのる（1952）「この子だれの子：ある遅進児のために」『教
育手帖』24 号、29-33 頁

A46
清川安彦・原国雄・野末茂・清水銺一・木村愛一・あいだ・みのる・
大久根喜代次（1952）「児童憲章と教育の現場（座談会）」『教育静岡』
２巻５号、44-51 頁

A47 あいだ・みのる（1952）「わたくしはいまこんな仕事をしています」
『ともしび』８号、25-32 頁

A48 あいだ・みのる（1952）「わたくしの綴方教育論」『教育静岡』２
巻７号、52-54 頁

A49 会田みのる（1952）「わたくしはいまこんな仕事をしています（６）」
『ともしび』９号、9-14 頁

A50
あいだ・みのる（1952）「北海道をとびこえさせたことの罪ほろぼ
しのために：職場の記録集『石垣』についての報告」『北海道作文』
２号、3-10 頁

A51 あいだ（1952）「文集ばなし：ペン引つぎの弁」『教育静岡』２巻 12 号、
30-31 頁（※ 2）

A52 あいだ・みのる（1952）「書評：石田和男編（1952）『夜明けの子ら』
春秋社」『教育静岡』２巻 12 号、表紙裏

A53
あいだ・みのる（1952）「北海道をとびこえさせたことの罪ほろぼ
しのために：職場の記録集『石垣』についての報告（２）」『北海
道作文』３号、3-6 頁（※ 1）

A54 あいだ・みのる（1953）「文集ばなし：「土くれ」富士郡野上小・
武蔵吉金」『教育静岡』３巻１号、17 頁（※ 2）

A55 あいだ（1953）「書評：『綴方風土記（第２巻　東北篇）』」『教育静岡』
３巻１号、32-33 頁

A56 会田実（1953）「作文の会だより」『作文と教育』14 号、48 頁

A57 あいだ・みのる（1953）「書評：宮原誠一編『日本の教師（岩波講
座教育第８巻）』岩波書店」『教育静岡』３巻２号、45 頁

A58 あいだ・みのる（1953）「文集ばなし：「あゆみ」磐田群田原小・
鈴木文雄」『教育静岡』３巻２号、42-43 頁（※ 2）

A59 あいだ・みのる（1953）「文集ばなし：「はだかの子」小笠郡横須賀小・
伊藤正一郎」『教育静岡』３巻３号、24-25 頁

A60 あいだ・みのる（1953）「文集ばなし：「山の子」安部群玉川小・
長島み江」『教育静岡』３巻４号、30-31 頁

A61 あいだ・みのる（1953）「文集ばなし：「すえひろやま」駿東群裾
野東小・杉山英男」『教育静岡』３巻５号、64-65 頁

A62 あいだ・みのる（1953）「文集ばなし：「あしあと」伊東市東小・
浜野幸子」『教育静岡』３巻６号、58-59 頁

A63 あいだ・みのる（1953）「文集ばなし：「星の子」浜名群新居群小・
加藤孝雄」『教育静岡』３巻７号、32-33 頁

A64 会田実（1953）「小さな教育技術をめぐって」『教師の友』26 号、
15-17 頁

A65
あいだ・みのる（1953）「北海道をとびこえさせた罪ほろぼしのた
めに：職場の記録集『石垣』についての報告（３）」『北海道作文』
６号、３- ８頁

A66 あいだ・みのる（1953）「文集ばなし：「杉の子」田方群土肥小・
永岡治」『教育静岡』３巻９号、68-69 頁

A67 あいだ・みのる（1953）「わたくしはいまこんな仕事をしています
（10）」『ともしび』14 号、13-15 頁

A68 会田実（1953）「無題（北から南から）」『ともしび』14 号、35 頁

A69 あいだ・みのる（1953）「文集ばなし：「あおぞら」志太郡葉梨中・
井沼一」『教育静岡』３巻 10 号、40-41 頁（※ 2）

A70 あいだ・みのる（1953）「文集ばなし：「はちのす」静岡市安東小・
田中真理子」『教育静岡』３巻 11 号、28-29 頁

─ 50 ─

（50）



14） この時期の会田は、『日本蒐書家名簿』に「国語、国文学、一

般文学、全集、講座」の蒐集家として掲載されている（日本

古書通信社編集部編 1938：172）。

15） 会田と同時期に勤務した人物に「花井道子」――1935 年着任、

1936 年 5 月退任――がいる（北海道白糠町立小学校編 1974：

62）。おそらく「花井道子」は、「花井光子」の誤記である。

16） 卒業生名簿より、会田は 1942 年と 1943 年に卒業の学級を担

当している（無署名 1978：128）。

17） 卒業生名簿より、会田は 1946 年と 1947 年に卒業の学級を担

当している（無署名 1993：110）。

18） 茂雪裡小学校史には、学校教育目標が整理されている（無署

名 1993：33）。1946 年度は、「民主教育の研究」――学級経営

の仕方、学習形態の研究、教師と児童の関係、児童同士の関

係――と、「児童のための楽しい学校」――児童の気持ちを大

切にする――が示されている。1947 年度は、「子供達のための

楽しい学校」――子供を中心にした教室経営――と、「自分た

ちのことは自分たちの手でする学校」が示されている。

19） 1946 年４月に「父母と先生の会」が発足している（無署名

1993：19）。また同年には、第２回母親学級の日に児童学芸会

が開催され、好評であったという（無署名 1993：20）。

20） 『麦こきの弟』については、秋元（1952）を参照のこと。『石垣』

については、広川（1955）、むさし（1956）を参照のこと。ま

た、会田の影響によって「一枚文集」をはじめる同僚もいた（斎

藤勘次郎 1953）。

21） 複数学年を１学級としたものを複式学級、１つの複式学級の

みで編成された学校を単級学校という。

22） 1953 年に刊行された「文をなおすことと心をなおすこと」は、

内容および子どもの名前を勘案すれば、1951 年度の実践記録

である。したがって、1953 年度に受持った子どもを中心とし

た実践記録は刊行されていない。

23） 「菊江の記録」には、『6・3 教室』に掲載されたものと、遺稿
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指導者へのことば」すなわち「若い作文指導者への夢」が依

頼原稿であったと推察される。
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